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The modern residence in Dalian, which still functions well nowadays and becomes an important element of 
the urban landscape, is a significant component of its urban architecture and culture. In the present dissertation, 
abundant historical reference and on-site investigation about the urban planning, residential design and 
construction in Dalian were conducted objectively based on which the house structure and morphological 
characteristics were analyzed under the background of the city emergence and development. Emphatically, the 
present status and characteristics of congregated dwelling house constructed by South Manchuria Railway 
Corporation were analyzed. 
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1. はじめに 
中国東北の伝統住宅の様式は、大家族が共同で使用す
る四合院が主流だったので、戸建て住宅やアパートメン
トは近代的な住まいのシンボルとして成立した住宅類型
であった。大連における満鉄により開発された集合住宅
と戸建て住宅は中国全土から見ても、先進の事例であっ
たと思われる。一方、満洲は日本人建築家にとっては、
開拓地であり、日本国内では実現できなかった都市計画
や建築計画が実現したのである。 
従って、満鉄住宅は植民地住宅の性質を持つとともに、
当時の大連において先進な近現代住宅の代表でもある。
大連の満鉄住宅の変容を明らかにすることは、日本と中
国の近現代住宅史の空白部分を埋めるという意義がある。
また、現代の住宅開発への影響も解明することができる
と考えている。 
 
2. 大連近代都市の成立と住宅形成の背景 
（１）帝政ロシア統治時代の都市計画と住宅地の形成 
帝政ロシア時代（1899～1904）で計画したダルニー市
の規模は雄大なものである。1898 年、サハロフによるダ
ルニー都市計画は三つの地区を分け、行政区、ヨーロッ
パ区と中国人区がある。ヨーロッパ区はさらに商業区、
市民区、邸宅区に細分した。商業区は土地平坦で、将来
ダルニーの商業中心点として最も繁華な街を形成する区
域である。 
ロシア時代の都市計画の特徴の一つは、このように居
住者の階級、人種、地区の機能を明確に分けたことであ
る。棲み分けの境界には広い街路や公園が設けられた。
ロシアにとって機能的な計画都市であった。ダルニーは
既存の中国都市に併設された植民地都市ではなく、植民
地統治を目的として一から築かれた植民地都市であると
もいえる。 
帝政ロシア統治時代の都市計画における住宅地は主に
行政区とヨーロッパ区に位置する。ヨーロッパ区内の邸
宅区域は高級住宅地として計画されたが、建設はできな
かった。行政区内の住宅は主に行政機構に働く職員と一
般市民の住宅と東清鉄道会社の社宅である。1903年以降、
日本人がダルニーを占領した後、これらの住宅は社宅と
して満鉄が使われた。 
（２）日本統治時代の都市計画と住宅地の形成 
  当時日本軍が占領したダルニー市は、都市建設は半完
成の状態であり、わずかな地域を除いて、都市全体は荒
廃な状況だった。この状況を踏まえ、日本軍はロシアの
都市計画を踏襲するのは一番有利だと考え、都市の建設
を進んでいた。 
  1905 年 4 月、遼東守備軍司令部が『大連市専管地区設
定規則』を公布された。この規則により、帝政ロシアの
都市計画を継承する一方、軍用地区、日本人居住区、中
国人居住区の三つ地区に分けることになった。そして、
1907 年 1 月、関東都督府はロシア時代のプランを基礎と
してさらに大連の都市計画を調整し、「大連市区計画」
を定めた。1919 年 6 月、関東庁は日本国内に先駆けて用
途地域制を導入した大連市街の拡張計画を定め、大連市
街地を西に拡大することを決定した。1930 年に、大連都
市計画委員会を設立し、1936 年までに都市計画の基礎調
査を行った。1945 年までは都市面積は 417 平方キロメー
トル、人口は 70 万人となっていた。 
日本統治時代（1904～1945 年）の間に、大連市内に主
に七つの住宅地を形成した。それは小崗子中国人市街地、
満鉄近江町社宅地、満鉄沙河口鉄道車両工場社宅地、南
山麓住宅地、白雲山麓日本人住宅地、星が浦高級住宅地、
寺児沟中国人住宅市街地である。その中に、満鉄沙河口
鉄道車両工場社宅地を中心に分析してきた。 
 
3. 大連近現代の集合住宅 
（１）大連近代の生活様式 
大連は日本の植民地化をアジア内陸に進む拠点として、
経済の発展と都市の建設をさらに迅速であった。その中、
大量の日本人が日本国内から大連に移住することにより、
日本国内流行している和洋折衷の生活様式をもたらされ
た。 
 大連は未来型の経済都市という目標で建設された植民
地都市であるため、日本人は新しい領土を開拓するとい
う姿勢で大連に来たうえで、新しいものに対する受容も
強烈的だと考えられる。また、この新開拓地は伝統的な
縛りがなく、日本住民の生活を西洋化させていく良い環
境だった。流行した西洋化の生活は服、食、住居に表し
た。例えば、当時満州に働く人たちはスーツで通勤して
いたことや女性と子供も普段に洋服で生活することが挙
げられる。このような洋服と洋食をしている生活に対応
するには、住宅内の家具も洋風に変える必要がある。そ
して、家具の変化も室内空間の変化をもたらし、住宅に
おいては和洋折衷の様式が現れた。 
（２）満鉄の社宅 
満鉄の社宅は大連近代住宅の代表と言える。なぜなら、
満鉄は半官半民の国策会社として、植民地支配を維持す
るため、鉄道付属地における住宅地の建設と開発を行っ
たからだ。 
満鉄は社員の身分と住宅の質を連動させた住宅供給を
行い、日本国内の企業に先立って住宅供給システムを確
立した。職制に応じて社員・傭人を六段階に分け、それ
ぞれに応じた規模と質の住宅を供給することを基本とし
た。住宅は「満鉄標準社宅」と称され、特甲、甲、乙、丙、
丁、戊種の六種類が計画された。このような分類は、単
に延床面積や部屋数といった住宅の規模によるものでは
なく、住戸形式、暖房設備、浴室の有無といった差異も
反映していた。 
（３）満鉄沙河口工場にある社宅 
a）満鉄沙河口工場と住宅市街の形成 
 沙河口工場および付属市街の総面積は 1,851,236 ㎡で
あり、そのうち市街地面積は 99,173 ㎡を占め、その 60％
は住宅用地、40％は公園、学校その他の公共施設用地と
なっている。この沙河口の市街は計画的につくられたも
ので、住宅の外に小学校、病院、店舗、郵便局、各宗派寺
院、教会等の公共施設を備えた一つの独立都市を形成し
ていた。 
 満鉄沙河口工場の住宅市街地の平面図を見るとわかる
ように市街地の計画には新しいコミュニティの思想が表
している。各部分が主要の道路により境界を作り、ブロ
ックを形成している。各ブロック内にある住宅単体は満
鉄の標準社宅である。道路沿いの住宅は基本道路と平行
して配置されている。住宅の敷地面積の大きさは良好な
環境があることと都市の人口分布に適切することを原則
として決められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b）満鉄沙河口市街地の住宅類型 
1923年の沙河口工場及付属社宅平面図の凡例によると、
この住宅市街地には特甲種、甲種、乙種、丙種、丁種の五
種類の満鉄社宅が建てられた。2016 年と 2017 年の実測
調査によると、現在は特甲種 6 棟と丙種 2 棟だけが残さ
れている。特甲種の中に、さらに、特甲種一型 1 棟、二
型 4 棟と三型 1 棟があることが判明した。そのうち、特
甲種三型以外全部実測調査を行った。 
 特甲種一型と二型はいずれも二階建て煉瓦造であるが、
一型は二住戸で一棟の二戸建て住宅であるに対して、二
型は庭付きの一戸建てである。特甲種一型と二型の特徴
は、中間廊下型、洋式の空間と和式の空間の区別が明確
であり、半室外空間が設けられていること、付属室があ
ること、入口に玄関を設置することと住宅を囲まれる庭
があることがわかった。 
 現状の状況と資料の参考により、特甲種一型と二型、
丙種の復元図を作成した。 
図 1 満鉄沙河口工場の住宅市街地図 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 丙種住宅の建築年代は現在の住民の公有房屋賃貸証で
は、1925に建設されたと記され、煉瓦造と木造の混合構
造であることが分かった。丙種は一住戸の床面積は 40～
50㎡で、一階ごとに 6戸で三階建ての住棟一棟を構成す
るフラットである。標準プランの住戸は畳敷きの部屋と
板敷きの台所（竈と流しが据付け）、トイレ(和式)、物入
れや押入で構成される。主要居室二つあり、6 畳と 6 畳
の和室だと推測した。居室は南に位置し、内装は日本式
の真壁造りで、居室の間には障子や襖で仕切りを作られ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c）満鉄沙河口工場社宅の現状と位置づけ 
 1945年後、日本人は大連から撤回し、沙河口工場の住
宅も中国人に住むことになった。日本の居住文化を代表
する住宅とそこに住む中国人との間に様々な衝突を起き
た。衝突となる主要原因は、日中の異なる居住文化にあ
ると思う。日本と中国東北地方の居住文化との違いは下
の図でまとめている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 沙河口工場の住宅に住む中国人たちは、自分の生活様
式にふさわしくするように改造を自ら行った。例えば、 
障子と引き違い戸の撤去や押し入れの撤去、入口を一つ
にすることが挙げられる。一方、住戸プランまで改築す
ることはなかった。こちらの住宅は沙河口工場に所有す
ることが理由の一つと考えられるが、日本の住宅文化を
住んでいるうちに受け入れたことも考えられる。特に、
特甲種の戸建て住宅は当時の高級住宅であり、近代の先 
進な設計理念のもとに作られたため、大連の住宅史上に
於いても、時代の発展の代表作と言える。 
 当時高級住宅に住んでいる住民たちは、何十年を経て
日本住宅の利便性や優れた点を気づいた。住民のヒアリ
ング調査によると、これらの日本住宅は暖房施設が完備
しており、庭も広いし、靴を抜いてから室内に入るのも
とても衛生的だと評価した。 
満鉄の住宅には、時代性、地域性と民族性の特徴を持
っている。その住宅の空間には日本の伝統生活様式を具
現化していると当時に、西洋の先進建築思想や論理も実
用化している。そして、満鉄の住宅は機能と外観などに
おいて、日本住宅文化を保つ上に、中国東北地方の気候
を対応するため改革していた。したがって、満鉄の住宅
は西洋、日本、中国のそれぞれの住宅特性を有している
と言える。その出現により、中国東北地方の住宅に大き
な影響を与えた。 
 
4．1945年終戦後の大連近現代の集合住宅 
（１）ソ連接収時代 
1945年 8月 15日に、第二次世界大戦の終戦日を迎え、
日本は大連に対する 40 年間の植民地支配を終了となっ
た。8月 22日、中ソ友好同盟条約に基づき、ソ連軍は大
連港と旅順港を管理するようになった。満鉄の沙河口工
場についても、1945年 9月に中長鉄路大連鉄路工場と改
名し、中ソ合併の中国長春鉄路公司（中長鉄路）の管理
となった。ソ連軍も工場の社宅に住むことになっている
ため、住宅の数が不十分となり、新しい集合住宅を建築
することに決められた。集合住宅の設計においては、ソ
連の建築基準を模倣し、住宅設計のシステムを導入した。 
図 2 特甲種一型復元南立面図 
図 3 特甲種二型復元南立面図 
図 4 丙種復元住戸平面図 
図 5 日本と中国東北地方の居住文化との違い 
実測調査によって、沙河口工場市街地にはソ連接収時代
に建てられた集合住宅は 3 棟残されていることが分かっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソ連の標準プランは居住の面積が一人当たり 9 ㎡の背
景に作り出したプランであるため、当時中国の一人当た
り 4 ㎡の水準に合わなかった。そこで、こちらの 3 棟集
合住宅はソ連の標準プランを基に、中国の状況に合わせ
て、居室の面積を小さくして設計したと思われる。 
今まで、沙河口工場市街地にある日本統治時代の満鉄
住宅とソ連接収時代の集合住宅とを分析してきたが、同
じ市街地にある両時代住宅の相違点を探ってみた。 
一つ目は、開発と建設の規模が違うこと。日本統治時
代の沙河口工場市街地にある社宅の種類を見てわかるよ
うに、満鉄の住宅開発と建設の規模は沙河口工場市街地
全体である。そして、市街地の計画には新しいコミュニ
ティの思想が表している。二つ目は、目的の違いである
こと。満鉄の付属地開発は日本の植民地である大連に独
自な都市建設である。その目的は何もない植民地に高水
準の都市生活が可能な都市を造ることである。三つ目は、
住宅供給システムの違いである。満鉄社宅の供給システ
ムは、職制に応じて社員（職員と雇員に細分）・傭人を六
段階に分け、それぞれに応じた規模と質の住宅を供給す
ることを基本とした。また、このような分類は、単に延
床面積や部屋数といった住宅の規模によるものではなく、
住戸形式、暖房設備、浴室の有無といった差異も反映し
ていた。 
（２）中国社会主義時期 
1951 年 2 月 1 日に、大連港と中長鉄路はソ連軍による
管理を終え、完全に中国政府の単独管理として、実質的
に返還された。しかし、大連という中国の国土はようや
く中国に戻ったとは言え、順調に都市を発展することは
できなかった。その発展を妨げるのは十年間も及んだ文
化革命である。その十年間に建設を行うどころか、破壊
が日常的に行われていた。結局、大連の市街地が面目を
一新するのは 1980 年代からである。 
2000年代以降、大連市内の近代建築物自体経年劣化と、
都市の再開発によって近代住宅はまさに失われている最
中にある。その価値を見出されずに続々と住宅が取り壊
されているのが多く地区での現状である。 
また、近年大連市は植民地統治時代の建造物を保存再
利用するという歴史文化保護政策を始めた。上海のバン
ドのように、植民地統治を象徴する建造物が積極的に保
存され、再利用されている。しかし、保存の形態は、建物
単体として保存するのではなく、町並み、あるいは景観
として保存されている。 
 
5．結論 
これまでの章では、大連の都市近代化に伴って出現し
た近現代集合住宅について分析し、特に長い日本統治時
代における住宅の空間構成に焦点を当て、その特徴と現
代までの変容過程を読み解いてきた。 
大連の近現代集合住宅は帝政ロシアや日本の植民地化
により出現し、発展させてきた。また、当時西洋の先進
国家にも新旧建築思想の葛藤期であり、西洋と東洋の間
も頻繁な文化交流の時期であった。その中、大連は帝政
ロシアと日本の支配を受けことで、大連の近現代集合住
宅には当時の住宅建築における豊富な情報を持ち、時代
ごとの特徴も鮮明である。 
植民地の支配を終えると、これらの住宅は中国人が住
むようになった。そこで、日中居住文化の違いにより、
中国人が住宅に対する改修や改造を行った。そして、時
代の発展と異文化との影響を受ける中、住宅に対する改
造を行ったと同時に新しい居住環境に応じるようにした。
このような状況のもとに生み出した新しい居住文化は現
代の大連居住文化にも大きな影響があると言える。 
しかしながら、植民地時代の住宅の保存においては、
大連の各地区で見られる取り壊しや南山麓地区での原形
を重視しない再開発から、保存に至る歴史的価値などは
重視されていないことが如実である。 
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